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心理学 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） 2 単位 4０時間 講義 

基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 中山 麻子 

〔一般目標（GIO）〕 心理学の基礎知識を習得する。自己理解および他者理解を深め、コミュニケー

ション力を身につける。 

〔授業概要〕 パーソナリティ、心の健康、集団心理、学習と記憶等、心理学の基礎知識を学ぶ。 

グループワークも実施し、ディスカッションを行う。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1 心理学の概要  心理学とは。心理学の方法 

2 知覚と感覚①  知覚の成り立ち 

3 知覚と感覚②  知覚の諸相 

4 経験の働き①  反射と学習、学習のメカニズム 

5 経験の働き②  記憶と忘却 

6 人間の空間行動①  パーソナル・スケール 

7 人間の空間行動②  生活空間の認知 

8 パーソナリティ①  自分らしさとは。パーソナリティの分類 

9 パーソナリティ②  パーソナリティ検査、心理テスト、その人らしさの成り立ち 

10 心の揺らぎ①  健やかな心とは。心が揺れるとき、心の危機 

11 心の揺らぎ②  心の健康について 

中間テスト 

12 人との関わり①  対人認知、対人魅力 

13 人との関わり②  説得と態度変容、援助行動、攻撃行動 

14 集団について①  集団の特徴、リーダシップ理論 

15 集団について②  集団間葛藤の解決 

16 コミュニケーション行動①  コミュニケーションとは 

17 コミュニケーション行動②  非言語的コミュニケーション 

18 情報と人間行動  ネットワーク社会での情報行動 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕基礎知識の習得を行う。グループワークではディスカッションを通し、コミュニケーション

力、思考力を高めていく。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『生活にいかす心理学 ver.2』ナカニシヤ出版 

〔参考書〕 特になし 
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薬理学 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） 2 単位 4０時間 講義 

基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 木村 麻記 

〔一般目標（GIO）〕 薬物の作用点、薬物動態、薬効に影響を与える因子、各治療薬について理解し、

説明できる。 

〔授業概要〕 スライドまたは板書による講義。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1 1 薬理学の基礎 医薬品の分類、薬物療法の目的について説明できる 

2 1 薬理学の基礎 薬物の投与経路と剤形について説明できる 

3 2 薬理学各論 消毒薬について説明できる 

4 2 薬理学各論 循環器系（止血・抗血栓・抗貧血）の薬について説明できる 

5 2 薬理学各論 循環器系（止血・抗血栓・抗貧血）の薬について説明できる 

6 2 薬理学各論 抗炎症薬について説明できる 

7 2 薬理学各論 抗炎症薬について説明できる 

8 2 薬理学各論 解熱鎮痛薬について説明できる 

9 2 薬理学各論 糖尿病治療薬について説明できる 

10 2 薬理学各論 骨粗鬆症治療薬について説明できる 

11 2 薬理学各論 循環器系（血圧・心疾患）の薬について説明できる 

12 3 薬理学総論 薬物の用量と作用メカニズムについて説明できる 

13 3 薬理学総論 薬物動態（吸収、分布、代謝、排泄）について説明できる 

14 3 薬理学総論 薬物動態（吸収、分布、代謝、排泄）について説明できる 

15 3 薬理学総論 薬物動態（投与経路の違いと血中薬物濃度の変化）について説明できる 

16 3 薬理学総論 薬物相互作用について説明できる 

17 3 薬理学総論 薬効に影響を与える因子について説明できる 

18 まとめ 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕講義を行い、期間中に形成的評価を 1 回実施する。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『いちばんやさしい薬理学』 成美堂出版   まとめ問題集（講師作成） 

〔参考書〕 特になし 
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生物学 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 4 単位 ８０時間 講義 

基礎分野 必修  

基幹教員以外の教員 澁川 義幸 

〔一般目標（GIO）〕 生体の動物性機能と植物性機能の柔道整復学における重要性を理解し、対象疾

患の病態と療法の生理学的基盤を説明できる。体の動物性機能と植物性機能の柔道整復学における重

要性を理解し、対象疾患の病態と療法のヒト生物学的基盤を説明できる。 

〔授業概要〕電子板書による講義を行う。形成的評価（前後期２回）を実施する。各試験前と後には、

まとめ講義を実施する。前後期それぞれの定期試験結果より総括評価行う。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 生体の最小構成単位を説明できる：元素記号を覚える事が出来る 

2 生体の最小構成単位を説明できる：体液（血液）を構成するイオンを説明できる 

3 生体の最小構成単位を説明できる：体液（血液）を構成する溶液濃度を説明できる 

4 生体の最小構成単位を説明できる：体液（血液）の水素イオン濃度を説明できる 

5 生体の最小構成単位を説明できる：呼吸と排泄に関連する Henderson–Hasselbalch の式を説明でき

る 

6 生体の最小構成単位を説明できる：体液（血液）の浸透と浸透圧を説明できる 

7 3 大栄養素を説明できる：3 大栄養素と消化機能を説明できる 

8 糖質を説明できる：栄養素としての単糖・二糖・多糖について説明できる 

9 タンパク質を説明できる：栄養素としてのアミノ酸を説明できる ペプチド結合を説明できる 

10 脂質について説明できる：栄養素としての脂肪酸を説明できる 

11 核酸を説明できる：DNA と RNA を説明できる 

12 代謝：異化と同化を説明できる 

13 代謝を説明できる：生体のエネルギーである ATP 生成を説明できる 

14 代謝：糖代謝・タンパク質・脂質・核酸代謝を説明できる 

15 代謝：タンパク質・核酸代謝を説明できる 

16 代謝：脂質代謝を説明できる 

17 まとめの講義 

18 まとめの講義 

19 期末試験 

20 試験解説 

21 細胞構造と機能を説明できる：細胞膜構造、細胞内小器官 

22 細胞構造と機能を説明できる：細胞膜構造、細胞内小器官 

23 細胞構造と機能を説明できる：遺伝・生殖と細胞分裂 

24 細胞構造と機能を説明できる：細胞分裂 

25 細胞構造と機能を説明できる：体細胞分裂 

26 細胞構造と機能を説明できる：減数分裂 

27 生理学概論：組織構成と細胞を説明できる 

28 生理学概論：上皮組織と腺組織：上皮を説明できる 
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29 生理学概論：上皮組織と腺組織：外分泌と内分泌を説明できる 

30 生理学概論：支持組織を説明できる 

31 生理学概論：筋組織：骨格筋を説明できる 

32 生理学概論：筋組織：骨格筋を説明できる 

33 生理学概論：筋組織：平滑筋・心筋・循環器を説明できる 

34 生理学概論：神経組織：中枢神経系を説明できる 

35 生理学概論：神経組織：末梢神経系を説明できる 

36 生理学概論：神経組織：ニューロン構造を説明できる 

37 まとめの講義 

38 まとめの講義 

39 期末試験 

40 試験解説 

〔方略〕電子板書による講義を行う。形成的評価（前後期２回）を実施する。各試験前と後には、ま

とめ講義を実施する。前後期それぞれの定期試験結果より総括評価行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『生物学』講義資料（講師作成） 

〔参考書〕 特になし 
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健康科学 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （後期） 2 単位 4０時間 講義 

基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 大屋 研志朗 

〔一般目標（GIO）〕 健康、スポーツとは何か、健康科学の概要を理解し、説明ができる。食事と運

動による健康増進・環境と健康を理解し、説明ができる。 

〔授業概要〕 人間・環境・社会のつながりを「スポーツ」「健康」を通して科学していく。  

〔授業計画〕 後期  

回 授業計画 

1 オリエンテーション 

2 体力学総論 

3 健康とは 

4 スポーツ指導法概論 

5 コンディショニング概論 

6 指導に必要な知識・技術 

7 指導者の役割 

8 指導者の実務 

9 測定と評価 

10 トレーニングの原理・原則 

11 レジスタンストレーニング① 

12 レジスタンストレーニング② 

13 持久系トレーニング 

14 パワートレーニング 

15 スピードトレーニング 

16 競技特性の分析 

17 ウォーミングアップ 

18 クーリングダウン 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕スポーツ科学から健康を支えるための実践知の意義を学ぶ。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 特になし 

〔参考書〕 適宜配布します 
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英語 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） 2 単位 4０時間 講義 

基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 中村 瑛美 

〔一般目標（GIO）〕 英語の基礎を学びなおし、医療スタッフになるための実務的英語力を身に付け

る。 

〔授業概要〕 教科書に沿って授業を進めていく。自作プリントなども用いて文法なども定着させる。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1  自己紹介（全員）、教科書の使い方と進め方、英語の基本を伝える、文法と単語の重視、発音の重要性を学ぶ 

2 Chapter1 Self-introductions  P2-8 

3 Chapter1 Self-introductions P8 Reading 復習-P11 

4 Chapter2 Communicating with patients P12-15 

5 Chapter2 Communicating with patients P16-18 

6 Chapter2 Communicating with patients P19-P21 

7 Chapter3 Communicating with family P22-P27、P29 

8 Chapter3 Communicating with family  P 28、P30-P31 

9 Chapter4 History taking P32-37 

10 Chapter4 History taking P38-41 

11 Chapter4 History taking P41 復習 ・Chapter5 Basic instructions P42-45 

12 Chapter5 Basic instructions P46-51 

13 Chapter6 Explaining treatment and results P52-P58 

14 Chapter6 Explaining treatment and results P59-P61 ・Chapter7 How pain affects the patient P62 

15 Chapter7 How pain affects the patient P63-68 

16 Chapter7 How pain affects the patient P69-71 ・Chapter8 Nutrition P72 

17 Chapter8 Nutrition P73-P78 

18 Chapter8 Nutrition P79-81 ・試験範囲の提示、質疑応答、期末試験前の総合学習 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕語学は黙って講義を聴くということではなく、クラス活動でのコミュニケーション能力や、

聞く力。言葉として声を出して発表を重視して行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『医療系学生のための伝わる英語』南江堂 

〔参考書〕 特になし 
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情報リテラシー 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） 2 単位 4０時間 講義 

基礎分野 必修 

専任教員 瑞泉 誠 

〔一般目標（GIO）〕 将来、役に立つ医療情報の入手や検索の方法、ビジネス文書作成、データ集計・

分析を習得する。 

〔授業概要〕 情報化・デジタル時代のビジネスに不可欠な基本的なビジネスソフト（Office2016）の

使い方を学ぶ。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1 柔道整復師と情報リテラシー総論 

2 情報リテラシーと柔道整復師の広告・発信と情報倫理① 

3 情報リテラシーと柔道整復師の広告・発信と情報倫理② 

4 情報リテラシーと医療従事者としての情報発信① 

5 情報リテラシーと医療従事者としての情報発信② 

6 制作物発表会①「リテラシーを理解し、医療従事者プレゼン」 

7 制作物発表会②「リテラシーを理解し、医療従事者プレゼン」 

8 制作物発表会③「リテラシーを理解し、医療従事者プレゼン」 

9 患者説明と情報リテラシー① 

10 患者説明と情報リテラシー② 

11 学習資料作成の方法と実践① 

12 学習資料作成の方法と実践② 

13 学習資料作成の方法と実践③ 

14 制作物発表会①「リテラシーを理解し、理想の職場プレゼン」 

15 制作物発表会②「リテラシーを理解し、理想の職場プレゼン」 

16 制作物発表会③「リテラシーを理解し、理想の職場プレゼン」 

17 制作物発表会①「リテラシーを理解し、柔道整復学総論プレゼン」 

18 制作物発表会②「リテラシーを理解し、柔道整復学総論プレゼン」 

19 期末試験 

20 期末試験の後処理 

〔方略〕授業は、全体で基本操作をやり理解した後に、各自で実習問題を取り組み、完成したデータ

を提出。 

〔評価方法と基準〕 定期試験(提出物およびプレゼンテーション)100 点満点中 60 点以上合格 平常

点も加味する 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕 特になし 

〔参考書〕 なし 
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解剖学Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 4 単位 ８０時間 講義 

専門基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 杉山 渉 

〔一般目標（GIO）〕 基礎知識として骨、筋の名称や働きを身につけてもらい、２年以降の教科の礎

を築いてもらう。 

〔授業概要〕 専門知識に対して初学の方が多いため、難しい専門用語を覚えてもらうことを心がけ、

解剖学の面白さを知ってもらうことで学習意欲を高めていく。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 解剖学の概要、分類 

2 解剖学の用語説明 

3 細胞：形態と内部構造 

4 細胞周期、細胞分裂 

5 組織の分類と特性 

6 人体の発生：生殖細胞 

7 人体の発生：性染色体と性決定 

8 器官の概要 

9 人体の区分 

10 骨格系：骨の役割、形状の分類 

11 骨の構造、発生と成長 

12 骨：脊柱 

13 骨：胸郭 

14 骨：上肢骨 

15 骨：上肢の関節 

16 骨：下肢骨 

17 骨：下肢の関節 

18 骨：頭蓋 

19 期末試験 

20 試験解説 

21 筋：骨格筋 

22 筋：頭部の筋 

23 筋：頚部の筋 

24 筋：頚部の筋 

25 筋：胸部の筋 

26 筋：胸部の筋、呼吸運動 

27 筋：腹部の筋 

28 筋：腹部の筋 

29 筋：腹部の筋 
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30 筋：背部の筋 

31 筋：背部の筋 

32 筋：背部の筋 

33 筋：上肢の筋 

34 筋：上肢の筋 

35 筋：上肢の筋 

36 筋：下肢の筋 

37 筋：下肢の筋 

38 筋：下肢の筋 

39 期末試験 

40 試験解説 

〔方略〕区切りのいい所で確認のための小テストを何回か行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 50 点、小テスト 50 点とし計 100 点満点とする。追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『解剖学 改訂第２版』南江堂 

〔参考書〕 特になし 
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生理学Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 4 単位 ８０時間 講義 

専門基礎分野 必修  

専任教員 山 美喜子 

〔一般目標（GIO）〕 柔道整復師として必要な生理学の知識の意義を理解し、細胞膜を介した物質移

動、DNA の構造と働き、細胞（内）小器官の種類と働き、組織分類、体液の区分と組成、骨格筋及び

神経の生理など人体機能の基礎を体系的に把握できることを目標とする。 

〔授業概要〕 臓器・器官の構造と機能について、各系統の生理学的特性を踏まえながら体系的に講義

する。について解説し、さまざまな教材を取り入れ基礎的理解からはじめ、段階的な発展を促す。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 1 生理学とは 細胞膜を介した物質移動 ① 

2 1 生理学とは 細胞膜を介した物質移動 ② DNA の構造と働き 

3 1 生理学とは 染色体とは 細胞（内）小器官の種類と働き ① 

4 1 生理学とは 細胞（内）小器官の種類と働き ② 

5 1 生理学とは 上皮組織と非上皮組織、体液の区分と組成 

6 2  筋の生理 筋の分類 骨格筋 働き 構造 

7 2 筋の生理 骨格筋の収縮と弛緩 興奮収縮連関 

8 2  筋の生理 筋線維の分類 筋収縮の種類 ① 

9 2 筋の生理 筋収縮の種類② 筋の長さと張力  

10 3 神経の生理 神経系の分類 ニューロンとは 支持細胞とは 

11 3 神経の生理 神経線維の分類 静止膜電位と活動電位 

12 3 神経の生理 興奮の伝導 興奮の伝達 

13 3 神経の生理 興奮の伝達 神経伝達物質 種類と働き 

14 3 神経の生理 脳の構造 大脳皮質の機能局在 ① 

15 3 神経の生理 脳の構造 大脳皮質の機能局在 ② 

16 3 神経の生理 睡眠と脳波 自律神経系 特徴 構造 

17 3 神経の生理 自律神経系の調節 ① 

18 3 神経の生理 自律神経系の調節 ② 

19 期末試験 

20 試験解説 

21 4 運動の生理 中枢神経系の運動調節 運動神経の種類 運動単位 

22 4 運動の生理 脊髄での運動調節 ① 伸張反射の仕組み 関与する受容器 筋紡錘の構造と働き 

23 4 運動の生理 脊髄での運動調節 ② 伸張反射の種類 筋電図（記録される仕組み、波形） 

24 4 運動の生理 脳幹での運動調節 脳幹反射 小脳の構造と働き 

25 4 運動の生理 大脳基底核の構造と働き 運動野（種類と働き） 

26 5 感覚の生理 感覚の種類 性質 特殊感覚とは 

27 5 感覚の生理 視覚（眼の構造と働き、伝導路） 

28 5  感覚の生理 聴覚、平衡感覚（耳の構造と働き、伝導路） 

29 5 感覚の生理 味覚、嗅覚（特徴） 体性感覚 触・圧覚の受容器 
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30 5 感覚の生理 痛覚（特徴、受容器、伝導路、発痛物質） 

31 6 内分泌 内分泌とは ホルモンの分類（構成する物質による）  

32 6 内分泌 下垂体前葉（産生されるホルモン、階級支配とは、）視床下部の内分泌機能 

33 6 内分泌 バゾプレッシンの作用 甲状腺ホルモン（種類と作用） 

34 6 内分泌 血中 Ca2+濃度の調節（カルシトニンとパラソルモンの作用） 

35 6 内分泌 副腎皮質ステロイドホルモン ① コルチゾールの作用 

36 6 内分泌 副腎皮質ステロイドホルモン ② レニン・アンジオテンシン・アルドステロン系 

37 6 内分泌 カテコールアミンの種類と働き 

38 6 内分泌 膵臓の内分泌機能 糖代謝 インスリンの作用 腎臓のホルモン 

39 期末試験 

40 試験解説 

〔方略〕毎授業内でまとまった内容ごとに小テストを行い、内容が理解出来ているかの確認を行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『生理学  改訂第 4 版』南江堂 

〔参考書〕『人体の正常構造と機能』日本医事新報社、『病気がみえる』医療情報科学研究所 
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衛生学・公衆衛生学Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （後期） 2 単位 4０時間 講義 

専門基礎分野 必修 

基幹教員以外の教員 若山 葉子 

〔一般目標（GIO）〕 将来地域社会で保健・医療・福祉の一端を担うにふさわしい、公衆衛生学的学

識と教養を確実に身につける。自身の社会的役割・責任・貢献等について理解し考えを深める。 

〔授業概要〕 テキストを中心に、スライド・参考資料を用いて講義を行う。直近の公衆衛生学的話題、

社会の動向についても解説を加える。 適宜小テスト等を実施し理解度を確認する。  

〔授業計画〕 後期  

回 授業計画 

1 衛生学・公衆衛生学の概要：健康の概念  平均寿命と健康寿命  生命表  生活と健康 

             公衆衛生活動（プライマリヘルスケア・ヘルスプロモーション） 

2 健康の定義  国際疾病分類（ICD） 国際生活機能分類（ICF） 

健康の測定（1）人口静態統計-国勢調査（人口構造 人口指標 人口の推移・将来予測） 

3 健康の測定（2）人口動態統計 出生をもとにした指標（合計特殊出生率） 

死亡をもとにした指標（死亡率・死因別死亡）   婚姻   離婚      

4 健康の測定（3）疾病・傷害統計  国民生活基礎調査  患者調査  わが国の疾病構造 

疾病の予防と健康管理：予防の 3 段階（一次予防 二次予防 三次予防）   

5 疾病の予防と健康管理：集団検診     スクリーニング検査の精度 

生活習慣の現状と対策   健康づくり（健康日本 21第 3次） 

6 主要疾患の要因と予防： がん  循環器疾患  代謝疾患  骨疾患  運動器の障害 

7 感染症の予防（1）感染症成立の要因   感染源  感染経路   宿主の感受性 

8 感染症の予防（2）感染症の種類（ウイルス感染症 細菌感染症） 主な感染症   最近の発生動向  

9 感染症の予防（3）感染症予防対策  成立要因別の対策  感染症法に基づく対策  院内感染対策 

10 予防接種：予防接種法  ワクチンの種類     検疫：検疫感染症  人の検疫   

11 消毒（1）消毒実施上の注意  消毒の種類（物理的消毒法 化学的消毒法） 

12 消毒（2）消毒の応用 手指の消毒 施術における消毒 院内感染対策（スタンダード・プリコーション）  

13 環境保健（1）人間と環境  食物連鎖   地球環境問題（温暖化） 公害         

14 環境保健（2）環境問題（現状） 大気汚染  水質汚濁  騒音  環境行政  

15 環境保健（3）環境要因と健康（気温・気圧・騒音・放射線）  

16 生活環境衛生：上水道 下水道  住居   廃棄物   

17 食品保健：栄養（現状と対策） 食中毒（食中毒の種類・発生状況 予防対策） 食品の安全対策 食品衛生

法 

18 学期のまとめ  重要事項確認 

19 期末試験 

20 試験解説   まとめ 

〔方略〕一方向の知識・情報の伝達ではなく、双方向の意思疎通をはかり、学生の理解度を確認しな

がら進める。 

直近の公衆衛生学的話題、社会を踏まえ、ポイントを示唆する。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 
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〔教科書〕『衛生学・公衆衛生学 改訂第６版』 南江堂 

〔参考書〕『国民衛生の動向 2024／2025』厚生労働統計協会 
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医学史 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期前半） 1 単位 2０時間 講義 

専門基礎分野 必修 実務経験 有 

専任教員 秋本 寛 

〔一般目標（GIO）〕 柔道整復学総論、上肢の外傷の原因、症状、治療法を理解する。 

〔授業概要〕 教科書とスライドを用いた講義形式とする。板書およびプリントも配布する。  

〔授業計画〕 前期前半  

回 授業計画 

1 
○この授業の進め方+計画確認   

□現在の柔道整復師① “柔整“の姿 

2 
□現在の柔道整復師② 国家試験    

□現在の柔道整復師③ 外傷のとらえ方 

3 □柔道整復の歴史① 基本概念の成立～中世 

4 □柔道整復の歴史② 近世～第二次大戦後 

5 □柔道整復の歴史③ 公認と単独法成立 指導要領の制定 カリキュラムの高度化 

6 □現在の柔道整復師③ 柔道と現代的意義 業務範囲と条文 業務禁止 施術制限 権能 限界 

7 □現在の柔道整復師④ X 線と附帯決議 医接連携 受領委任制度 

8 
□現在の柔道整復師⑤ 説明と同意 守秘義務 医療契約の範囲 個人情報保護 

□Q&A 

9 ○期末試験 

10 ○試験解説と総括 

□柔道整復の歴史④ これからの柔道整復師 

〔方略〕繰り返し復習を行い、小テスト・中間試験を多く実施する。グループ学習を通し予習、復習

を行う。ワークシートを用い知識の確認を行う。適宜小テストを行う 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂 

〔参考書〕『解剖学 改訂第２版』南江堂、『運動学 改訂第 3 版』医歯薬出版 



２０２６－1 年 

－15－ 

 

柔道Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） １単位 40 時間 実習 

専門基礎分野 必修 実務経験 有 

基幹教員以外の教員 佐藤 香代子 

〔一般目標（GIO）〕 礼儀作法、受身の技術を習得する。 

〔授業概要〕 柔道を実技として学ぶ。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1 座学 オリエンテーション 授業目標（礼法など） 

2 柔道場利用ルール 礼法 柔道着の着方 基本動作 

3 礼法 基本動作 回転運動 後受身 

4 礼法 基本動作 後受身 横受身 

5 礼法 基本動作 後受身 横受身 前受身 

6 礼法 基本動作 後受身 横受身 前受身 前方回転受身 

7 足技をかけられてからの受身 

8 腰技をかけられてからの受身 

9 中間試験  礼法・受身４種（左右） 

10 礼法 受身 背負投 一本背負投  乱取ルール解説 

11 礼法 受身 釣込腰  乱取 

12 礼法 受身 体落 乱取 

13 礼法 受身 内股 乱取 

14 礼法 受身 内股 送足払 乱取 

15 礼法 受身 払腰 乱取 

16 今までの技習得の総復習 背負投 一本背負投 釣込腰 体落 内股 送足払 払腰 

17 試験前練習  

18 期末試験 

19 試験解説 

20 総復習 

〔方略〕柔道を実習として学ぶにあたり、体調管理に留意し、無理をしないこと。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道』南江堂 

〔参考書〕 特になし 
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基礎柔道整復学Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 4 単位 ８０時間 講義 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 三輪 修司 

〔一般目標（GIO）〕 柔道整復学総論、上肢の外傷の原因、症状、治療法を理解する。 

〔授業概要〕 教科書とスライドを用いた講義形式とする。板書およびプリントも配布する。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 総論 01 脱臼 01 関節損傷０１ 

2 総論 02 脱臼 02 関節損傷０２ 

3 総論 03 脱臼 03 関節損傷０３ 

4 総論 04 脱臼 04 脱臼総論０１ 

5 総論 05 脱臼 05 脱臼総論０２ 

6 総論 06 脱臼 06 脱臼総論０３ 

7 総論 07 脱臼 07 脱臼総論０４ 

8 総論 08 脱臼 08 脱臼総論０５ 

9 総論 09 脱臼 09 脱臼総論０６ 

10 総論 10 脱臼 10 脱臼総論０７ 

11 総論 11 脱臼 11 脱臼総論０８ 

12 総論 12 脱臼 12 脱臼総論０９ 

13 総論 13 軟部組織損傷 07 筋損傷 01 

14 総論 14 軟部組織損傷 08 筋損傷 02 

15 総論 15 軟部組織損傷 09 筋損傷 03 

16 総論 16 軟部組織損傷 10 神経損傷 0１ 

17 総論 17 軟部組織損傷 11 神経損傷 0２ 

18 総論 18 軟部組織損傷 12 神経損傷 0３ 

19 期末試験 

20 試験解説 

21 オリエンテーション 肩甲帯の損傷① 鎖骨骨折の病態、定型的転位、合併症 

22 肩甲帯の損傷② 肩鎖関節脱臼の分類、ピアノキー症状、胸鎖関節・肩甲骨骨折 

23 【復習①】肩甲帯損傷 グループ学習によるまとめ表作成、症例検討 

24 肩関節・上腕の損傷① 上腕骨近位端骨折（外科頸骨折、大結節骨折）、合併症 

25 肩関節・上腕の損傷② 肩関節前方脱臼の病態、弾発性固定、鑑別診断 

26 肩関節・上腕の損傷③ 肩関節脱臼の合併症（腋窩神経麻痺、バンカート損傷など）、反復性

脱臼 

27 肩関節・上腕の損傷④ 軟部組織損傷（腱板損傷、有痛性運動弧、ドロップアームサイン） 

28 肩関節・上腕の損傷⑤ 軟部組織損傷（五十肩、SLAP 損傷、石灰沈着性腱板炎など） 

29 【復習②】 肩関節周辺損傷 グループ学習によるまとめ表作成、症例検討 

30 上腕骨骨幹部骨折① 発生機序、骨片転位のメカニズム（三角筋付着部との関係） 
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31 上腕骨骨幹部骨折② 橈骨神経麻痺（下垂手）、固定法（U 字ギプスなど） 

32 肩関節周辺損傷に対するより具体的な鑑別法の実際 

33 肩関節周辺損傷に対するより具体的な鑑別法の実際 徒手検査 

34 上腕骨骨折 固定法の考察 

35 肩甲帯損傷～橈骨骨折までの総合リハビリテーション計画の作成 

36 より具体的な施術計画を立案する為の総合症例検討 １  

37 より具体的な施術計画を立案する為の総合症例検討 ２ 

38 総復習 

39 期末試験 

40 期末試験解答解説 

〔方略〕繰り返し復習を行い、小テスト・中間試験を多く実施する。グループ学習を通し予習、復習

を行う。ワークシートを用い知識の確認を行う。適宜小テストを行う 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂 

〔参考書〕『解剖学 改訂第２版』南江堂、『運動学 改訂第 3 版』医歯薬出版 



２０２６－1 年 

－18－ 

 

基礎柔道整復学Ⅱ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 4 単位 ８０時間 講義 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 村瀨 広行 

〔一般目標（GIO）〕 教科書の内容を概説し、柔道整復理論総論に関し、学生自身が説明することが

できる。教科書の内容を概説したあと関連する機能解剖を学び、これを基礎として、各外傷の、発生

機序、症状、治療法、予後について学生自身が説明することができる。 

〔授業概要〕 教科書の内容を概説し、柔道整復理論総論に関し、解説する。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 総論 01 骨折 01 

2 総論 02 骨折 02 

3 総論 03 骨折 03 

4 総論 04 骨折 04 

5 総論 05 骨折 05 

6 総論 06 骨折 06 

7 総論 07 骨折 07 

8 総論 08 骨折 08 

9 総論 09 骨折 09 

10 総論 10 骨折 10 

11 総論 11 骨折 11 

12 総論 12 骨折 12 

13 総論 13 骨折 13 

14 総論 14 骨折 14 

15 総論 15 骨折 15 

16 各論 肩部の骨折 鎖骨骨折① 

17 各論 肩部の骨折 鎖骨骨折② 

18 各論 肩部の骨折 鎖骨骨折③ 

19 期末試験 

20 試験解説 

21 各論 肩部の骨折 肩甲骨骨折① 

22 各論 肩部の骨折 肩甲骨骨折② 

23 各論 肩部の骨折 肩甲骨骨折③ 

24 各論 肩部の骨折 上腕骨近位部の骨折① 

25 各論 肩部の骨折 上腕骨近位部の骨折② 

26 各論 肩部の骨折 上腕骨近位部の骨折③ 

27 各論 肩部の脱臼 鎖骨の脱臼① 

28 各論 肩部の脱臼 鎖骨の脱臼② 

29 各論 肩部の脱臼 鎖骨の脱臼③ 
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30 各論 肩部の脱臼 肩関節脱臼① 

31 各論 肩部の脱臼 肩関節脱臼② 

32 各論 肩部の脱臼 肩関節脱臼③ 

33 各論 肩部の軟損① 腱板損傷 

34 各論 肩部の軟損② 腱板損傷 

35 各論 肩部の軟損③ 上腕二頭筋長頭腱損傷 

36 各論 肩部の軟損④ 上腕二頭筋長頭腱損傷 

37 各論 肩部の軟損⑤ スポーツ損傷 

38 各論 肩部の軟損⑥ スポーツ損傷 

39 期末試験 

40 試験解説 

〔方略〕前回の小テストを行い、振り返りを行った上で、教科書を中心とした授業形態と 

グループ学習を主体とした授業を適宜選択し行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂 

〔参考書〕 特になし 
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基礎柔道整復学Ⅲ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （後期） 2 単位 4０時間 講義 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 秋本 寛 

〔一般目標（GIO）〕 教科書の内容を概説し、柔道整復理論総論に関し、それを学生自身が説明する

ことができる。 

〔授業概要〕 教科書の内容を概説し、柔道整復理論総論に関し、解説する。  

〔授業計画〕 後期  

回 授業計画 

1 総論 01 診察 01 

2 総論 02 診察 02 

3 総論 03 診察 03 

4 総論 04 診察 04 

5 総論 05 診察 05 

6 総論 06 治療法 01 

7 総論 07 治療法 02 

8 総論 08 治療法 03 

9 総論 09 治療法 04 

10 総論 10 治療法 05 

11 総論 11 治療法 06 

12 総論 12 治療法 07 

13 総論 13 治療法 08 

14 総論 14 治療法 09 

15 総論 15 治療法 10 

16 総論 16 外傷予防 01 

17 総論 17 外傷予防 02 

18 総論 18 外傷予防 03 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕前回の小テストを行い、振り返りを行った上で、教科書を中心とした授業形態と 

グループ学習を主体とした授業を適宜選択し行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂 

〔参考書〕『柔道整復学・実技編 改訂第 2 版』南江堂 
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臨床柔道整復学Ⅰa 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （後期） （4）単位 ８０（40）時間 講義 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 瑞泉 誠 

〔一般目標（GIO）〕 頭部・顔面、胸部、脊椎の骨折、脱臼および軟部組織損傷について、①分類②

発生機所③症状④治療法⑤合併症を患者に説明できるようになる。また該当部位の、①骨（名称）②

筋（起始・停止・作用）③神経（支配領域）を何も見ずに口述することができるようになる。 

〔授業概要〕 座学での講義を主体とする。教科書で学び、プリントにまとめ、学習成果を臨床場面を

想定した小テストで確認する。自分専用にカスタマイズされた参考書を作る。  

〔授業計画〕 後期  

回 授業計画 

1 オリエンテーション（シラバス、授業の進め方、評価方法）・該当部位の解剖 

2 １-１頭部、体幹の骨折 Ａ頭部、顔面部の骨折（頭蓋骨骨折・顔面頭蓋骨折） 

3 １-１頭部、体幹の骨折 Ｂ頸椎の骨折（上位頸椎骨折・中、下位頸椎骨折） 

4 １-１頭部、体幹の骨折 Ｃ胸椎の骨折（上部胸椎棘突起骨折・胸椎の椎体骨折） 

5 １-１頭部、体幹の骨折 Ｄ腰椎の骨折（下位腰椎椎体圧迫骨折・チャンス骨折・腰椎椎体破裂骨折・腰椎肋

骨突起骨折） 

6 １-１頭部、体幹の骨折 Ｅ胸部の骨折①（肋骨骨折・肋軟骨骨折・胸骨骨折） 

7 １-１頭部、体幹の骨折 Ｅ胸部の骨折②（肋骨骨折・肋軟骨骨折・胸骨骨折） 

8 ２-１頭部、顔面の脱臼 Ａ顎関節脱臼①（前方脱臼・後方脱臼・側方脱臼） 

9 ２-１頭部、顔面の脱臼 Ａ顎関節脱臼②（前方脱臼・後方脱臼・側方脱臼） 

10 中間試験 

11 ２-１頭部、顔面の脱臼 Ｂ頸椎脱臼（環軸関節の脱臼および脱臼骨折・下位頸椎の脱臼および脱臼骨折） 

12 ２-１頭部、顔面の脱臼 Ｃ胸椎の脱臼（胸椎部脱臼骨折・胸腰椎移行部脱臼骨折） 

２-１頭部、顔面の脱臼 Ｄ腰椎の脱臼 

13 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ａ頭部、顔面部の軟部組織損傷①（頭部、顔面部打撲、顎関節症・外傷性

顎関節損傷） 

14 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ａ頭部、顔面部の軟部組織損傷②（頭部、顔面部打撲、顎関節症・外傷性

顎関節損傷） 

15 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ｂ頸部の軟部組織損傷①（外傷性頸部症候群・胸郭出口症候群・寝違え） 

16 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ｂ頸部の軟部組織損傷②（外傷性頸部症候群・胸郭出口症候群・寝違え） 

17 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ｃ胸・背部の軟部組織損傷（胸肋関節損傷・肋間筋損傷・胸背部打撲・背

部の軟部組織損傷） 

18 ３-１頭部、体幹の軟部組織損傷 Ｄ腰部の軟部組織損傷（関節性・靭帯性・筋、筋膜性） 

19 期末試験 

20 解答および解説 

〔方略〕単元毎に小試験を実施し、学習到達度を確認する。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂、『柔道整復学・実技編 改訂第 2 版』南江堂 

〔参考書〕『解剖学 改訂第 2 版』南江堂、  『標準整形外科学 第 15 版』医学書院 
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臨床柔道整復学Ⅰb 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （後期） 4 単位 ８０（40）時間 講義 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 黒澤 紀雄 

〔一般目標（GIO）〕 教科書の内容を概説したあと関連する機能解剖を学び、これを基礎として、各

外傷の、発生機序、症状、治療法、予後について臨床的視点から学生自身が説明することができる。 

〔授業概要〕 教科書の内容を概説したあと関連する機能解剖を学び、これを基礎として、各外傷の、

発生機序、症状、治療法、予後について臨床的視点から解説する。  

〔授業計画〕 後期  

回 授業計画 

1 上肢の骨折０１ 手部の骨折０１ 

2 上肢の骨折０２ 手部の骨折０２ 

3 上肢の骨折０３ 手部の骨折０３ 

4 上肢の骨折０４ 手部の骨折０４ 

5 上肢の骨折０５ 手部の骨折０５ 

6 上肢の骨折０６ 手部の骨折０６ 

7 上肢の脱臼０１ 手部の脱臼０１ 

8 上肢の脱臼０２ 手部の脱臼０２ 

9 上肢の脱臼０３ 手部の脱臼０３ 

10 上肢の脱臼０４ 手部の脱臼０４ 

11 上肢の脱臼０５ 手部の脱臼０５ 

12 上肢の脱臼０６ 手部の脱臼０６ 

13 上肢の軟損０１ 手部の軟損０１ 

14 上肢の軟損０２ 手部の軟損０２ 

15 上肢の軟損０３ 手部の軟損０３ 

16 上肢の軟損０４ 手部の軟損０４ 

17 上肢の軟損０５ 手部の軟損０５ 

18 上肢の軟損０６ 手部の軟損０６ 

19 期末試験 

20 試験解説 

〔方略〕前回の小テストを行い、振り返りを行った上で、教科書を中心とした授業形態と 

グループ学習を主体とした授業を適宜選択し行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂 

〔参考書〕『柔道整復学・実技編 改訂第 2 版』南江堂 
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柔道整復実技Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 2 単位 6０時間 実習 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 秋本 寛 

〔一般目標（GIO）〕 （1）肩関節前方脱臼の診察及び整復法が出来る （2）肩関節前方脱臼の固定

が出来る 

(3)デゾー包帯を正しく巻けるようになる 

(4)ジュール包帯を正しく巻けるようになる 

(5)ウェルポー包帯を正しく巻けるようになる 

(6)肉離れ、挫傷に対するテーピングを貼付できるようになる 

(7)足関節のテーピングを正しく巻けるようになる 

(8)膝関節のテーピングを正しく巻けるようになる 

(9)肘関節のテーピングを正しく巻けるようになる 

(10)肩関節のテーピングを正しく巻けるようになる 

(11)手指のテーピングを正しく巻けるようになる 

(12)主要筋肉に対するキネシオテープを貼付できるようになる 

〔授業概要〕 柔道整復師に必要な診察・整復・固定について学ぶ。材料作成から行い、柔道整復術に

ついて理解を深める。 

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 オリエンテーション 診察 

2 肩関節前方脱臼 診察・固定（包帯：麦穂帯の確認） 

3 肩関節前方脱臼 診察・整復 

4 肩関節前方脱臼 固定 

5 肩関節前方脱臼 診察・整復・固定（一連の流れ） 

6 肩関節前方脱臼 診察・整復・固定（一連の流れ） 

7 復習 

8 期末試験 

9 解答解説 

10 総復習 

11 デゾー・ウェルポー包帯・ジュール包帯 

12 デゾー・ウェルポー包帯・ジュール包帯 確認テスト 

13 肉離れ・挫傷のテーピング 

14 肉離れ・挫傷のテーピング 

15 足関節のテーピング 

16 足関節のテーピング 

17 足関節のテーピング 確認テスト 

18 膝関節のテーピング 
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19 膝関節のテーピング 

20 膝関節のテーピング 確認テスト 

21 肘関節のテーピング 

22 肘関節のテーピング 

23 肩関節のテーピング 

24 肩関節のテーピング 

25 手指のテーピング 

26 手指のテーピング 

27 キネシオテープ 

28 期末試験 

29 キネシオテープ 

30 総復習① 

〔方略〕グループを作成し、患者・助手・術者を順番に担当する。授業毎に理解度を確認するため、

グループで発表する。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『包帯固定学』南江堂、『柔道整復学・実技編』南江堂 

〔参考書〕『解剖学 改訂第２版』南江堂 
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包帯実技 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （通年） 2 単位 6０時間 実習 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 黒澤 紀雄 

〔一般目標（GIO）〕 基本包帯法と冠名包帯法の意義を理解したうえで、素早くきれいに巻くことが

できる。 

〔授業概要〕 各包帯法を教科書で確認後、講師が見本を見せた後に各組で相手を患者に見立てて練習

を行う。  

〔授業計画〕 通年  

回 授業計画 

1 ガイダンス・道具の名称・環行帯・螺旋帯・包帯の巻き戻し 

2 上肢の基本包帯法 手関節麦穂帯 

3 上肢の基本包帯法 前腕折転帯 

4 上肢の基本包帯法 肘関節亀甲帯 

5 上肢の基本包帯法 肩関節麦穂帯 

6 上肢の基本包帯法 肩関節麦穂帯② 

7 上肢の基本包帯法 左右 

8 上肢の基本包帯法 まとめ 

9 中間試験  

10 下肢の基本包帯法 足関節 

11 下肢の基本包帯法 足関節 

12 下肢の基本包帯法 下腿（折転帯） 

13 下肢の基本包帯法 下腿（折転帯） 

14 下肢の基本包帯法 膝関節（亀甲帯） 

15 下肢の基本包帯法 膝関節（亀甲帯） 

16 下肢の基本包帯法 股関節（麦穂帯） 

17 下肢の基本包帯法 股関節（麦穂帯） 

18 前期期末試験 

19 総評 

20 総復習 

21 手指 

22 手指 

23 冠名包帯法（デゾー） 

24 冠名包帯法（デゾー） 

25 冠名包帯法（ウェルポー） 

26 冠名包帯法（ウェルポー） 

27 冠名包帯法（ジュール） 

28 期末試験 

29 手指 
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30 頭部 

〔方略〕復習に重きを置き、相手を変えながら太さや形状の違う患部に繰り返し練習を行う。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

追･再試験も実施する。   

〔学生の質問への対応〕 授業中・勤務時間内随時 

〔教科書〕『包帯固定学 改訂第２版』南江堂 

〔参考書〕『柔道整復学・実技編 改訂第 2 版』南江堂 
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臨床実習Ⅰ 

［柔道整復師学科 昼］ 1 年生 （前期） 1 単位 45 時間 実習 

専門分野 必修 実務経験 有 

専任教員 村瀨 広行 

〔一般目標（GIO）〕 

 ・施術所で患者に不快感を与えない身だしなみ（服装、頭髪、爪、化粧等）を整えることができる。 

・施術者に相応しい挨拶（自己紹介）ができる。 

・施術所で患者に不快感を与えない態度、適切な言葉づかいができる。 

・守秘義務・個人情報について説明ができる。 

・医学的な清潔の意味が説明できる。 

・施術所の清潔保持の重要性について説明ができる。 

・施術所等では、どのような患者の施術を行っているか、どのような業務を行っているか述べられる。 

・関節運動について理解している。 

・各関節の運動方向について説明できる。 

〔授業概要〕 講義は実習形式で臨床実習指導者の指示に従って実施する。臨床実習に臨む際の心構え

を体得し、到達目標を達成する。また、臨床実習Ⅱ（見学型）に継げるための準備（導入）を学ぶ。  

〔授業計画〕 前期  

回 授業計画 

1 学外 見学型臨床実習① 

2 学外 見学型臨床実習② 

3 学外 見学型臨床実習③ 

4 学外 見学型臨床実習④ 

5 学外 見学型臨床実習⑤ 

6 学外 見学型臨床実習⑥ 

7 学外 見学型臨床実習⑦ 

8 学外 見学型臨床実習⑧ 

9 学外 見学型臨床実習⑨ 

10 学外 見学型臨床実習⑩ 

11 学外 見学型臨床実習⑪ 

12 学外 見学型臨床実習⑫ 

13 学外 見学型臨床実習⑬ 

14 学外 見学型臨床実習⑭ 

15 学外 見学型臨床実習⑮ 

16 学外 見学型臨床実習⑯ 

17 学外 見学型臨床実習⑰ 

18 学外 見学型臨床実習⑱ 

19 学外 見学型臨床実習⑲ 

20 学外 見学型臨床実習⑳ 
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21 学外 見学型臨床実習㉑ 

22 学外 見学型臨床実習㉒ 

23 学外 見学型臨床実習㉓ 

〔方略〕臨床実習指導者の指示に従って行動し、内容は毎日デイリーノートに記録する。中間および

最終日に自己評価を行い学習目標の到達度を確認する。実習終了後には、実習終了後の振り返り、症

例報告と共に期限までに提出する。 

〔評価方法と基準〕 定期試験 100 点満点中 60 点以上合格 平常点 0 点またはマイナス 10 点 

〔学生の質問への対応〕 勤務時間内随時 

〔教科書〕『柔道整復学・理論編 改訂第７版』南江堂、『柔道整復学・実技編 改訂第 2 版』南江堂 

〔参考書〕『柔道整復師 臨床（地）実習ガイドライン』(公社)全国柔道整復学校協会 

 


